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1. はじめに 
近年， ICT（ Information and Communication 

Technology）の利活用が多様な分野において行われて
いる．観光分野においても，情報提供の手段に変化が

生まれている．従来は，地域情報を記載した情報誌や

ガイドブック，地域に設置された観光案内所からの情

報提供が主流であった．しかし，ICTによりWebサイ
トでの情報提供やスマートフォンなどのモバイル端末

のアプリケーションでの情報提供が可能となった．特

にモバイル端末のアプリケーションに関しては，観光

庁が平成 22 年に策定した観光 ICT 化促進プログラム
(1)の中で，GPS機能や AR（拡張現実）などの新技術
との相互活用に大きな期待がされており，実際に，自

治体や民間事業者によって多くの観光支援アプリケー

ション（以後「観光アプリ」と呼ぶ）が作られている．

また観光については，新たな観光分野の開拓として地

域が持つ観光資源を生かした着地型観光が進められて

いる．着地型観光は，地域に密着した体験型となって

おり，観光を通した体験や交流が重視されている．し

かし，このような観光の現状の中で，観光アプリは観

光地の情報を提供することが中心となっているものが

多く．現地での体験を促す仕組みを取り入れたものは

少ない． 
本研究では，観光における現地体験を促す観光支援

を行うシステムを開発し，その効果を検証する．シス

テムは，各観光スポットでの体験や情報提供を実現す

るために，通信機能や持ち運びやすさを特徴とするス

マートフォン上でのアプリケーションとして開発した．

本システムは，情報を提供するだけでなく，観光スポ

ットでの写真撮影をしながら観光地散策をし，写真を

収集することで，観光地への興味・関心を生み出し，

現地体験につなげることを目的とする．開発したシス

テムは，愛・地球博記念公園と名古屋市東区のまち歩

きイベント「歩こう！文化のみち」での実証実験によ

り評価を行った．  
 

2. 関連研究 
スマートフォンなどのモバイル端末を用いた地域の

情報発信に関する研究は次のような物がある．菱田ら

は愛知県のリニモ沿線地域における情報提供アプリケ

ーション「リニモ de AR」(2)を開発した．「リニモ de 
AR」では，AR（拡張現実）技術を用いて，位置情報
から周辺の情報を提供する．これにより，リニモ沿線

地域の活性を目指した． 
また，菅瀬ら(3)はSNSのFacebookを利用した地域
情報の交換を行うコミュニケーションシステムを開発

した．これは， Facebook が提供するサービスのひと
つであるFacebookページ上に，ユーザがスマートフォ
ンアプリを用いて情報を投稿することで，交流を行う

ものとなっている． 
宮澤ら(4)は，歴史テーマパークを対象とした観光情
報システムを開発している．この研究では，Bluetooth
タグを利用して，携帯電話に情報を発信している．ま

た，クイズ機能により観光施設への興味の増加をはか

っている． 
本研究では，観光地の情報の提供よりも現地での写

真撮影という体験に重きを置くことで，写真撮影から

観光地への興味・関心を引き起こし，現地体験の増加

を目指している点で，関連研究との違いがあると考え

る． 
 
3. 観光支援方法 
観光スポットでの現地体験を促進するためには，観

光スポットまで足を運ぶ動機付けが重要である．本研

究では，その動機付けをスタンプラリーの仕組みを応

用して実現を目指す．スタンプラリーは，従来から観

光イベントなどで行われており，観光客が観光スポッ

トへ足を運ぶ動機として適切であると考えた． 
スタンプラリーの仕組みをシステム上で実現するた

めには，各観光スポットの位置の判別とユーザが各観

光スポットを訪問した際の記録が必要となる． 
位置情報の判別手法としてQRコードやBluetooth，
非接触通信などのタグを設置する方法，GPSを利用し
て取得する方法，Wi-Fiアクセスポイントを利用した方
法などがある．本研究では，システムを適用するフィ

ールドにおいて，各スポット間の距離が適度に離れて

いることや，システム適用時に準備物が不必要である

点から，GPSで取得した位置情報を利用して，スポッ
トの位置の判別を行うことにした． 
ユーザが各スポットを訪問した際の記録方法につい

ては，観光スポットでの写真撮影を通して記録を行う

ことにした．他の記録方法として，文字入力や動画の

撮影，音声の録音といったようなさまざまな記録方法

があるが，入力の煩雑さや記録時に付随して生成され

るコンテンツの再利用性を考慮して，写真の撮影が適

切であると判断した．また，写真の撮影時には撮影対
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象への観察が必要となってくるため，そこからの観光

スポットへの興味・関心の喚起も期待できると考えて

いる． 
 

4. 観光支援システム 
4.1 システム概要 
本システムは， GPS機能とカメラ機能が搭載された
スマートフォンを利用して観光支援を行い，現地体験

を促進することを目的としている．位置情報を取得す

るGPS機能や，写真撮影に用いるカメラ機能などのハ
ードウェア依存の大きさを考慮し，ネイティブアプリ

ケーションとして開発した． 
本システムの構成を図 1 に示す．本システムが有す
る機能については，観光情報提示機能とアルバム機能

の２種類がある． 
ユーザは，観光スポットの情報を取得し，写真を撮

影しながら観光スポットを巡る．撮影した写真はスマ

ートフォン内に蓄積され，ユーザはアルバムの形で写

真の確認ができる．  
 

 
図1 システム構成 

 
4.2 観光情報提示機能 
本機能では，観光スポットの情報をユーザに提示す

る．スポット管理サーバから取得した情報は，アプリ

ケーション内のマップページ（図 2），スポットページ
（図3）上で提示する． 
マップページでは，ユーザの現在地を中心とする地

図上に，各スポットの位置情報に基づいたマーカーを

地図上に描画する．ユーザがこのマーカーをタップす

ると，アノテーションによりスポット名が表示される．

このアノテーションをさらにタップすることで，各ス

ポットに対応するスポットページに遷移する． 
スポットページでは，各スポットに関する情報提示

と写真の撮影，クイズの回答が可能となっている． 提
示する情報については，観光スポットの名前，概要，

画像，観光スポットにまつわるクイズがある． 
写真の撮影には，ユーザと撮影対象となる観光スポ

ット間の距離が一定以下の場合のみカメラが起動する

という制約を設けた．この制約により，ユーザが写真

を撮影する際は，撮影対象とするスポットへ実際に移

動することが必要となる．ユーザの位置情報は，端末

のGPS機能を利用して取得する．取得した緯度・経度

の値と，スポットの緯度・経度を比較し，カメラの起

動を判定する．撮影した写真は端末の SD カードに保
存する．保存の際は観光スポット固有の IDをファイル
名の先頭に付与し，写真の検索に利用する．	 

クイズは，ユーザの観光スポットに対する理解を深

めることを目的としている．クイズの内容は，観光ス

ポットに関する雑学を扱い，可能な限りスポットの観

察が必要であるような内容を設定した．クイズの形式

としては，手軽に回答できるように 2 択の選択形式を
とり，何度も挑戦することが可能であるようにした． 

 

	 	  
図 2	 マップページ	 	 	 図 3 スポットページ 

	 

4.3 アルバム機能 
本機能では，本システムを利用して撮影した写真の

閲覧・管理を行う．アルバムはアルバムページ（図4）
で表示され，各観光スポットに撮影された写真を振り

分けて表示する．写真の振り分けは，写真の保存時に

付与したスポット固有 IDを元に行う．振り分けられた
写真は，各観光スポットに対応したリスト形式のフレ

ームにサムネイルで格納される．閲覧する写真は横ス

ワイプで選択し，サムネイルをタップすることにより

原寸の写真を閲覧できる．写真の閲覧画面では，お気

に入りの設定と写真の削除が可能である．お気に入り

の設定を行うと，スポットページ（図3）の画面上部に
表示する写真を，お気に入りに設定した写真に固定で

きる． 
 

 
図 4	 アルバムページ 

	 

5. 評価実験 
本システムは，5.1で述べるフィールドにおいて， 
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1. 自由散策での利用 
2. ガイドツアーでの利用 
3. まち歩きイベントでの利用 
の 3 種類の利用方法で実証実験を行うことで，それぞ
れの利用方法に共通のニーズや固有のニーズを検証し

た． 
 

5.1 対象フィールド 
本システムの評価実験については「愛・地球博記念

公園（モリコロパーク）」と「文化のみち」の2つのエ
リアを対象にして実証実験を行った．	 

愛・地球博記念公園は	 2005 年に愛・地球博が開催
された跡地を利用して作られた県営公園である．公園

は，公園マネジメント会議により運営が行われ，多く

の分科会が活動している．公園内にはさまざまな施設

や特徴的な場所が存在しており，それらをスポットと

して設定した．クイズは，公園のトリビアを設定する

ことで，コンテンツの再利用をはかった．	 

文化のみちは，名古屋市東区に存在する，名古屋城

や名古屋市役所といった歴史的建造物が建ち並ぶ一帯

のことである．ここでは，毎年文化の日に「歩こう！

文化のみち」というまち歩きイベントが開催されてお

り，多くの観光客で賑わう．スポットは，文化のみち

エリアに存在する歴史的建造物を設定し，クイズは地

元ガイドボランティアと協力して作成した．	 

これらのフィールドは，魅力的なスポットを有して

おり，かつ適度に距離が離れて点在している．また，

各フィールドで活動する団体がおり，提供するコンテ

ンツの正確さが保証できる．このことから、これらの

フィールドは，本システムを実験するフィールドとし

て適していると判断した．	 

	 

5.2 自由散策での利用実験 
自由散策での利用については，愛・地球博記念公園

を対象に実験を行った．被験者にシステムの使い方を

説明した後，被験者は本システムを利用しながら，約3
時間公園内のスポットを自由に巡るという形式をとっ

た．スポットを巡り終わった後は，アンケートを実施

することにより，実験の評価を行った．この実験の被

験者は公園の運営者や学生で，男性13名，女性5名の
合計 18 名であった．自由散策でまわるスポットは 14
箇所を用意した．実験で使用する端末については，貸

出端末（GALAXY S II LTE），あるいは，被験者が持
参した端末を利用した．利用した端末の内訳は，貸出

端末10台，被験者持参端末8台であった．アンケート
の項目については，システムの使用に関する設問と扱

ったコンテンツに関する設問を選択式（5段階評価）で
計24問，そして，実験全体を通した自由記述を1問設
定した． 

 
5.3 ガイドツアーでの利用実験 
ガイドツアーの中での利用については，愛・地球博

記念公園を対象に実験を行った．被験者にシステムの

使い方を説明した後，被験者を2つのグループに分け，
それぞれ用意されたガイドツアーの中で本システムを

利用した．ガイドツアーの終了後，自由散策時と同じ

項目でアンケート調査を行った． 
ガイドツアーの所要時間は，ツアーガイドの説明を

含め約 3 時間であった．被験者は，公園の運営者と公
園で活動するNPO，学生で，男性 14名，女性 5名の
合計19名であった．どちらのガイドツアーにおいても，
ツアーで巡るコースの中には3，4箇所のスポットを設
置した．利用した端末の内訳は，貸出端末10台，被験
者持参端末8台であった． 

 
5.4 まち歩きイベントでの利用実験 
まち歩きイベントでの利用については，文化のみち

を対象に，まち歩きイベント「歩こう！文化のみち」

内で実験を行った．実験は，システムを一般公開して

行った．システムは，イベント公式サイト，あるいは，

現地本部でダウンロードすることにより被験者に提供

した．システムの説明は，イベント公式サイトへの記

述と本部での直接の説明により行った．スポット巡り

は自由散策と同様にして行った．スポットを巡り終わ

った後は，本部で他の実験と同様の形式のアンケート

調査を実施した． 
この実験では，17箇所のスポットを設定した．また，
インセンティブとして飲食店のクーポンや 7 箇所以上
のスポットの写真撮影をした人へ景品を用意した．被

験者としては，現地のガイドボランティアや一般のイ

ベント参加者，学生など 39名で，男性 25名，女性 10
名であった（未回答4名）．利用した端末の内訳は，貸
出端末27台，被験者持参端末12台であった． 

  
6. 結果と考察 
6.1 自由散策での利用結果 
自由散策において被験者が巡ったスポット数は平均

7.11箇所で，回答があった17人中14人が7箇所以上
のスポットを巡ることができたと回答している．また，

撮影された写真の数は平均19.6枚で，スポットごとに
ばらつきはあるが，多くの人が各スポットで複数枚の

写真を撮影していることが確認できた． 
アンケート調査においては，表1のような結果が得
られた．自由記述では，宝物探し的ワクワク感を感じ

た，次のスポットを探そうという気になったという回

答があった． 
これらの結果から，本システムを利用することで，

登録したスポットを楽しみながら巡ることができ，ス

ポット巡りをする際に，視点や意識の変化があったこ

とが確認できた．このような楽しみや，視点の変化は，

システム未使用時よりも，現地体験を促すことができ

るのではないかと考える． 

表1 自由散策での利用におけるアンケート結果 
アンケート項目 評価 

1 2 3 4 5 
園内を巡る際の視点

や意識が変化したか 
0 

(0%) 
0 

(0%) 
3 

(17%) 
11 

(61%) 
4 

(22%) 
写真撮影は楽し
かったか 

0 
(0%) 

0 
(0%) 

4 
(22%) 

6 
(33%) 

8 
(44%) 

撮影対象を意識
的に探したか 

1 
(6%) 

0 
(0%) 

1 
(6%) 

7 
(39%) 

9 
(50%) 
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6.2 ガイドツアーでの利用結果 
ガイドツアーでは，ツアーのコース途中に設置した

スポットは全員が巡ることができた．写真も各スポッ

ト1枚以上撮影されていたことが確認できた．しかし，
登録されているスポット以外で写真を撮りたいと回答

した被験者が9割であった（表2）．この結果は，登録
したすべてのスポットがガイドツアーのコース途中に

存在しないことが原因だと考える．つまり，ガイドツ

アーでの利用時には，巡るコースに最適化したスポッ

ト設定が必要だということがいえるだろう． 
ただ，撮影時に撮影対象を意識的に探したと回答し

た被験者が9割以上であった．このことから，自由散
策，ガイドツアーを問わずスポットを巡る際に写真撮

影を行うことは，スポットへの興味関心の喚起に有用

であると考える． 
 

6.3 まち歩きイベントでの利用結果 
被験者が巡ったスポット数は平均9.7箇所，撮影され
た写真の数は平均 28.1枚であった．特に，7箇所以上
スポットを巡った被験者については，アンケートの回

答があった 35人の内 28人であった．この結果につい
ては，景品などのインセンティブを設定した効果であ

ると考える． 
アンケート調査では，写真共有に関して表 3 のよう
な結果が得られた．他の人が撮影した写真が見たいか

という項目に対して，約 8割の人が 4点以上と回答し
ており，肯定的にとらえられていることが確認できた．

このような写真の共有に関する項目については，愛・

地球博記念公園で行った自由散策型の実験の中でも 4
点以上の回答が約 7 割と高い数値が出ている一方，ガ
イドツアーの中では5割にとどまっている．この点で，
固定されたコースを巡る場合というよりは，自由散策

のようなユーザがどのような場所を巡るかわからない

ような局面において，写真共有に高いニーズがあると

考えられる．  
 
7. おわりに 
本稿では，観光地での現地体験を促進させることを

目的とした観光支援システムの開発を行った．単に観

光スポットの情報を提示するだけでなく，スタンプラ

リーの仕組みを応用することで観光スポット間の移動

の動機づけを行った．システムは，実際に適用するフ

ィールドを考慮してスマートフォンアプリをベースに

開発を行い，それぞれのフィールドで合計 3 回の実証

実験を行うことで評価をした．実験は，自由散策，ガ

イドツアー，まち歩きイベントと異なる状況下で行い，

それぞれに共通のニーズ・特徴的なニーズの発見を目

指した．実験の結果から，本システムを使うことで，

スポットを巡る際に楽しみが付与でき，撮影対象とな

るスポットを見つけようというスポットへの移動の動 
機づけとなることが確認できた．また，撮影された写 
真は共有したいという意見が多く見られ，特に，自由 
散策のようなユーザがどのようにスポット巡りをする

かがわからない状況で，より求められていることがわ 

 

 
かった．これに対して，ガイドツアーでは共有のニー

ズはやや減少している．また，インセンティブを用意

することによって，より効果的にスポット間の移動を

促すことができるということも確認できた． 
今後は，実験により得られた共有のニーズに対して，

写真を共有する場を作成し，連携することで写真の再

利用を考えていきたい．さらに，スポットなどの管理

面において，継続的な情報更新のためにCMSと連携し
た管理システムを考えている． 
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表2 ガイドツアーでの利用におけるアンケート結果 
アンケート項目 評価 

1 2 3 4 5 
登録されたスポット

以外で写真を撮りた

いか 

0 
(0%) 

0 
(0%) 

2 
(12%) 

8 
(47%) 

7 
(41%) 

撮影対象を意識
的に探したか 

0 
(0%) 

0 
(0%) 

2 
(13%) 

8 
(50%) 

6 
(38%) 

表3 写真の共有に関する意識 
アンケート項目 評価 

1 2 3 4 5 
自由散策での利用 0 

(0%) 
0 

(0%) 
4 

(22%) 
6 

(33%) 
8 

(44%) 
ガイドツアーで
の利用 

0 
(0%) 

3 
(18%) 

6 
(35%) 

3 
(18%) 

5 
(29%) 

まち歩きイベン
トでの利用 

0 
(6%) 

3 
(8%) 

2 
(6%) 

11 
(32%) 

20 
(56%) 
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